
広報しもだ ２０１４.４月号 －１０－

７０歳から７４歳までの方が支払う医療費の自己負担割合

は原則２割ですが、負担を軽減する為に１割に凍結され

てきました。

これが平成２６年度から新たに７０歳になる方から段階的

に２割負担に戻し、平成３１年度には７０歳から７４歳までの

方全体が２割負担になります。

７０歳の誕生日から自己負担割合が変更されるのではな

く、誕生日の翌月から負担割合が変更になります（１日生

まれの人は当月から）。

（例）４月生まれの方は５月１日から２割負担

同じ月内に支払った自己負担額が限度額（下表）を超え

た場合、高額療養費として支給されます。

２割負担の方は１割負担の方と同じ限度額です。

※住民税非課税世帯の方はさらに限度額が下がります

外来＋入院外来区分

44,400円12,000円１割・２割負担

80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％

44,400円３割負担

問合せ先 市民保健課国保年金係

（窓口③） 緯鰻３９２２

ฏ੒26年4月ʙ
ฏ੒25年10月ʙ

ฏ੒26年�月
給෇ͷछྨ

41,020円
（▲120円）

41,140円
※子1人、全部支給の場合

ࣇ ಐ ැ ཆ ख ౰

１級 49,900円
（▲150円）
２級 33,230円
（▲100円）

１級 50,050円
２級 33,330円

ಛผࣇಐැཆख౰

26,000円
（▲80円）

26,080円ಛผো֐者ख౰

14,140円
（▲40円）

14,180円োࣇ֐෱ࢱख౰

˓֤手当の手当月額 手当額は෺Ձの変ಈによͬͯ変Խ

児童扶養手当や特別児童扶養手当な

どの手当額は、物価の変動によって

毎年変わります。それに加え、平成１２

年度以降、物価下落時に手当額を据え

置いたことで生じている特例水準を、

平成２５年度から平成２７年度までの３年

間で解消することが法律で定まってい

ます。

平成２６年４月分以降の手当額につい

ては、０．３％引き下がることになります。

問合せ先

福祉事務所（窓口⑥） 緯鰻２２１６

70歳以上の国民健康保険加入者の皆様へ

お医者さんにかかるときの自自己負担割合自己負担割合が変わります

平成26年4月分より

児童扶養手当・特別児童扶養手当などの手当額が変わります

負担割合が変ߋされるのは஀ੜ月のཌ月かΒ

̍割負担΋̎割負担΋ݶ度額はಉ͡
※現役並み所得がある方は３割負担

昭和19年4月2日以降
生まれの方

２割に

なります

昭和19年4月1日以前
生まれの方

１割の

ままです
すすでに70歳以上のすでに70歳以上の方方すでに70歳以上の方

これから70歳になるこれから70歳になる方方これから70歳になる方

－１１－ 広報しもだ ２０１４.４月号

後期高齢者医療制度の保険料が改改定改定されました

増減額
26・27年度

（適用される軽減）

24・25年度
（適用される軽減）

年金収入額

（年額）

▲6,600円

52,300円
所得割

５割軽減

均等割

２割軽減

58,900円
所得割

５割軽減

均等割

軽減無し

月額17.5万円

（210万円）

▲10,800円

29,400円
所得割

５割軽減

均等割→

５割軽減

40,200円
所得割

５割軽減

均等割

２割軽減

月額15万円

（180万円）

100円

3,800円
所得割 0円

均等割

９割軽減

3,700円
所得割 0円

均等割

９割軽減

基礎年金受給者

（80万円以下）

の࿮が֦େݮܰ˓
中低所得者の負担軽減のため、軽減

対象の枠が広がりました。

この他、２５年度までと同じ軽減措置

も継続されます。

詳細はお問い合わせください。

26･27年度24･25年度

7.57％7.39％所 得 割 率

38,500円37,900円均 等 割 額

570,000円550,000円賦課限度額

後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者の前年の

所得に応じて負担する「所得割」と全員が等しく負担

する「均等割」を合計して、被保険者一人ひとりで計

算されます。

平成２６・２７年度は医療費の増加などを考慮して改定

が行われました。保険料率などが上昇しましたが、左

の表のように、軽減の拡充により保険料が下がる場合

があります。

保険料は̎年͝とにݟ௚します

問合せ先 市民保健課国保年金係

（窓口③） 緯鰻３９２２
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保険料の໨安ʢ年額ʣ※Ұਓ฻しで年ۚऩ入のみの৔合

～安定した制度で高齢者医療を守るために～

˓保険料཰などʢ年額ʣ

おҰਓ͝との保険料額は

̔月に༣ศでお஌Βせしますɻ
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